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聞いて！まるみえ先生
連 載 レッスンのお悩み、一緒に考えます！

ぽこあぽこピアノ教室主宰 中西美江

お悩み内容

本人の強い希望で曲を決定したものの、本番直
前になっても仕上がらず・・・。仕方なく、音数を
減らしたり途中をカットして対応したのですが、
今度は親から「ここは弾かせたい」と要望があり
困ってしまいました。 本番は何とか形になり、本
人は好きな曲が弾けて満足そうでしたが、これ
でよかったのでしょうか？　　　   （Ｔ．Ａ先生）

  今回のお悩みは…

 発表会目前でも
  練習しない生徒さん

弾きたい曲があるんだね！いいやん！

先生、応援するよ！

 （弾きたい曲にチャレンジする意欲に拍手） 

この曲の楽譜を見ると、〇〇ちゃんの

知らない音も沢山あるので、先生が弾

きやすくアレンジしたいと思います。

〇〇ちゃんの一番好きなところはど

こ？そこから練習しようよ

（生徒さんの一番好きなところから練習することで
　　　　　　　　　　　　モチベーションをアップ）

次に弾けるようになりたいところは

どこ？

発表会では、どこまで、どんな風に弾

けるようになっていたい？

最後はどんな風に弾き終わりたい？

“ ではなく、自分の目指す完成度を

　ズバリ！それで良かったのです。ご本人の満足が
最優先です！ 

　 ここで切り離して考えたいことが一つあります。 
「練習をしてこない」と「弾きたい曲がある」とい
うことです。「練習してこないのに、弾きたい曲が
あるという要望がある」ことに、先生がご不満を抱
えていらっしゃるように受け止めました。

　「音楽」は楽しく、心を豊かにするものです。 そ
ういう華やかなものに惹かれてピアノ教室の門を叩
く方たちは沢山いらっしゃいます。「コツコツした
練習あってこそ」という側面があることを誰が想像
するでしょう？ 

　YouTubeや講師演奏など、みんなが目にし、耳に
するのは、華やかな部分ばかり。でも、努力の繰り
返しの反復練習はベールに隠れています。だから
「自分だって、すぐにそうなれる」と思ってしまう
のも無理はないと思います。 

★「弾きたい曲がある」は最大のチャンス 

　練習することが苦手な生徒さんに「弾きたい曲が
ある」のは最大のチャンスではないですか‼
　今後の指導の大切なポイントとして考えられるの
は、「生徒さんの満足」に最初からしっかり絡んで
いくことです。 だから、こんな風にアプローチする
のはいかがでしょうか？ 

【言葉がけの例】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　など …

★  誰か” 

　「練習しないと弾けないよ」「仕上がらないよ」 
ではなく、「自分がこうありたいから、こうしたい。
だから今することは？」を生徒さんに答えてもらい
ながら進めていくのはいかがでしょうか？ 

　もしかしたら、先生の考える練習量や完成度には
到達しないかもしれません。でも、それは生徒さん
が自分自身で判断して決めることです。だから、
演奏後には、まずは「完成させた生徒さんに拍手」。
そしてその次に「どんな完成度を目指していくか」
に寄り添っていかれてはいかがでしょうか？ 

　私自身、生徒さんには「練習すること」を学ぶた
めに教室に来ていただいているのだと考えています。
　いつの日か自分の弾きたい曲、好きな音楽を演奏
するためにはどういう練習が必要で、どれから、ど
こから練習すれば良いのかを生徒さん自身が分析し
て曲を完成させる。その結果、生徒さん自身の心を
喜ばせ、側にいる人の心も豊かにできる。そんな風
に導けたら良いなと思い、日々レッスンしています。




